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春季彼岸法会は ３月２０日春分の日(土曜)午後２時より
融通尊寺本堂にて、彼岸の法会を執り行います。お彼岸とは、私たちやご先祖様が、苦しみの川を渡りた

どり着く、喜びと救いの彼(か)の岸（きし）です。その岸にたどり着くための方法は六波羅蜜（ろくはら

みつ）で、その実践の一つがこの彼岸法会（ひがんほうえ）です。精霊廻向は１霊位につき 3,000円です。
同封の申込み用紙に記入されて廻向料を添えて当日ご参拝いただいても、事前に申込まれても結構です。

ご家族おそろいでのご参拝をお待ちしています。

３月２１日は弘法大師さまの祥月命日・正御影供(しょうみえく)です。当寺では３月のお彼岸の

お参りは観音経を読誦して、彼岸の中日の彼岸法会ではさらに、弘法大師さまの御宝号・南無大師

遍照金剛を１０８回お唱えします。

法話会・写仏・行事のお知らせ いずれも参加自由無料です。

４月１０日（土曜）2時 写仏会 ４月１８日（日曜）3時 法話会

５月 ８日（土曜）2時 写仏会 ５月１６日（日曜）3時 法話会

６月１２日（土曜）2時 写仏会 ６月２０日（日曜）3時 法話会

７月１０日（土曜）2時 写仏会 ７月１８日（日曜）3時 法話会

《日帰りで京都のお寺へお参り》
行く先：京都洛陽三十三観音霊場 会費：１０，０００円

日時：４月６日（火） 集合時間：午前８時半 集合場所：融通尊寺

申し込み締切：３月３１日 参加お申し込み、問い合わせは、住職(携帯090-1480-4400)まで。

名神高速道路を通ってマイクロバスでお参りします。洛陽三十三観音霊場巡りは、西国観音参りの

功徳があると言われております。今回は清水寺などへお参りします。定員１０名とさせていただき

ます。

春のお彼岸参りをさせていただいておりますお家への、

お参りの日時については、３月19日までに
お電話でご連絡申し上げます。

いつも連絡が遅くなりご迷惑をおかけしております。もっと早くお参りの日時がお知りになりたい

方は、恐れ入りますが、住職の携帯電話０９０－１４８０－４４００までお願いします。留守番電

話になっていますので、ご用件を録音して下さい。後程、お返事申し上げます



みなさま、こんにちは。コロナ禍の中の節分、本当にありがとうございました。

おかげさまで、寺内一同無事に立春を迎え、お彼岸に向けて励んでおります。

お知らせ①
令和 3年 6月 13日(日)の午後 1時から、約 60分、融通尊寺の本堂で、

桂 春蝶(かつら しゅんちょう)師匠の落語会を催します。
入場料3,000円を頂戴し、定員50名の完全予約制と、させていただきます。

申込方法は、入場料を添えて、お寺に郵送などで申込んでください。住職に手渡しでも受け付けま

す。申込を賜りましたら、チケットをお送りさせていただきます。初めての試みですが、春蝶さん

の落語を是非ともお楽しみください。

お知らせ② 御免なさい！日にちが変更になりました。

令和 3年 5月 22日(土)から 24日(月)まで融通尊寺の本堂で、
朝 8時から夜 8時まで (たった３日間でごめんなさい)

住職が個展をします。どんな物をお見せできるか、わかりませんが、

住職の作品や蒐集品などを、皆さまにご覧戴きたいと思います。
期間中は急な御葬式や御通夜が入らない限り、住職が皆さまのお越しをお待ちします。

年末にお知らせした時から、日にちを変更させていただきました。

御免なさい！気が向いたらどうか、手ぶらで気軽にのぞいてくださいませ。
合掌九拝 智弘

今
月

の言
葉

実父である二代目桂春蝶の死をきっかけに落語家になることを決意。

1994年に三代目 桂春團治（かつらはるだんじ）に入門。

故 桂春蝶三回忌追善興行にて初舞台を踏む。

2007年なにわ芸術祭「奨励賞」受賞。
2009年なにわ芸術祭「審査員特別賞」受賞。「繁昌亭大賞爆笑賞」受賞。
2009年に開催された三代目桂春蝶襲名披露公演は大阪松竹座、京都南座を

はじめ全国 20ヶ所で行われ、各地でチケットが完売。
2011年に東京に拠点を移しテレビ・ラジオ、講演活動にも活動の場を広げ、近年は国内だけでなく、韓国、

台湾、ベトナムでの落語会も成功をおさめ、文化の違いを超えて落語の世界を海外に広めている。

2014 年 芸能生活 20 周年記念公演として独演会や 20 周年記念公演の締めくくりとして、2015 年大阪フェ
スティバルホールにて上方落語家として初の独演会を開催し 2700席を完売。
桂春蝶の落語で伝えたい想い。」をシリーズ化し、「明日ある君へ知覧特攻物語」「約束の海エルトゥー

ルル号物語」「ニライカナイで逢いましょう～ひめゆり学徒隊秘抄録～」「業と行～わたしは千日回峰行を

生きました～」などの新作落語を次々と披露。

また、2017 年より夕刊フジにて週一回（月曜掲載）「桂春蝶の蝶々発止。」と題し、政治経済・芸能など
のコラムを担当。今までにない新感覚の切り口での主張が評判を呼んでいる。

桂春蝶（かつらしゅんちょう）


